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最
近
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

と
し
て
Ｔ
Ｖ
出
演
す
る
自
衛

隊
Ｏ
Ｂ
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

部
隊
運
用
等
の
経
験
を
踏
ま

え
た
コ
メ
ン
ト
は
評
論
家
と

違
い
説
得
力
が
あ
り
ま
す
。

機
会
が
あ
っ
て
そ
の
Ｏ
Ｂ
に

「
必
要
な
情
報
は
ど
う
や
っ

て
入
手
し
て
い
る
の
で
す

か
？
」
と
尋

ね
て
み
ま
し

た
。
す
る
と

「
１
日
５
か

ら
６
時
間
は

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
動
画
や

ニ
ュ
ー
ス
サ

イ
ト
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
る
。

た
だ
し
ネ
ッ

ト
情
報
は
玉

石
混
交
な
の

で
、
正
確
性

の
検
証
が
不

可
欠
だ
か
ら
、

現
役
時
代
と

同
じ
く
ら
い

勉
強
し
て
い

る
」
と
の
返
事
で
し
た
。
長

時
間
を
費
や
す
こ
と
も
厭
わ

ず
情
報
を
集
め
、
正
確
な
発

信
を
心
が
け
る
先
輩
の
責
任

感
に
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。

そ
こ
ま
で
熱
心
に
勉
強
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か

は
別
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
勉

強
し
て
み
た
い
方
に
き
っ
か

け
の
一
つ
に
な
る
「
中
央
防

衛
セ
ミ
ナ
ー
」
を
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
隊
友
会

の
公
益
事
業
の
一
つ
と
し
て

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
画
審
議
の
際
に
折
木
理
事

長
（
当
時
）
よ
り
「
広
く
国

民
に
向
け
発
信
し
、
軍
事
に

限
ら
ず
一
般
の
関
心
が
高
い

テ
ー
マ
を
わ
か
り
や
す
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
せ

よ
。
か
か
る
講
演
を
行
う
こ

と
も
隊
友
会
が
目
指
す
『
か

け
橋
』
で
あ
る
」
と
の
指
導

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今

年
は
「
米
中
対
立
の
な
か
で

我
が
国
の
安
全
保
障
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
選
定
し
、

中
国
の
立
場
か
ら
見
た
米
国

と
、
逆
に
米
国
の
立
場
か
ら

見
た
中
国
と
い
う
両
方
の
内

容
を
一
度
に
聞
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
中
国
政
治
・
外

交
の
専
門
家
で
あ
る
青
山
早

大
教
授
と
、
米
国
の
対
中
政

策
に
関
す
る
第
一
人
者
で
あ

る
佐
橋
東
大
准
教
授
の
お
二

人
に
講
師
を
依
頼
し
ま
し
た
。

一
言
で
国
際
情
勢
と
言
っ
て

も
そ
の
範
囲
は
広
い
上
、
日
々

変
転
し
、
さ
ら
に
ニ
ュ
ー
ス

ソ
ー
ス
は
新
聞
や
Ｔ
Ｖ
に
限

ら
れ
て
し
ま
う
た
め
、
目
立

つ
事
象
だ
け
に
囚
わ
れ
て
本

質
を
見
誤
る
こ
と
も
少
な
く

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で

今
回
は
学
生
に
対
す
る
講
義

の
よ
う
な
基
礎
知
識
も
含
め

て
丁
寧
に
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
開
催
は

11
月
17
日
、
奇
し
く
も
直

前
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で

約
１
年
ぶ
り
の
米
中
首
脳
会

談
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

米
中
関
係
の
推
移
予
測
な
ど

も
含
め
、
面
白
く
、
し
か
も

た
め
に
な
る
講
演
を
聞
く
こ

と
が
で
き
大
変
有
益
で
し
た
。

そ
の
講
演
の
模
様
は
現
在
、

隊
友
会
の
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル

か
ら
録
画
配
信
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ち
ょ
っ
と
勉
強
し
て

み
よ
う
か
な
と
い
う
方
々
は

是
非
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（（
常常
務務
執執
行行
役役
野野
澤澤
真真
））

の

ざ

わ

し

ん

「「中中央央防防衛衛セセミミナナーー」」

隊
友
会
会
員
の
皆
様
、
そ
し
て
普
段
か
ら
我
々
の
機
関
紙
「隊

友
」を
ご
愛
読
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
皆
様
、
新
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
当
会
の
活
動
に
ご
参
加
頂
い
て
お
ら

れ
る
皆
様
、
そ
し
て
、
私
ど
も
に
対
し
ま
す
叱
咤
激
励
、
ご
理
解
、

ご
協
力
頂
い
て
お
り
ま
す
皆
様
に
改
め
ま
し
て
、
感
謝
・御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
の
世
界
情
勢
を
顧
み
ま
す
と
、
一
昨
年
の
２
月
か
ら
開
始

さ
れ
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
残
念
な
が
ら
未
だ
に
継
続

さ
れ
て
お
り
、
も
う
開
戦
か
ら
二
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
10
月
に
は
、
誰
も
が
予
想
し
得
な
か
った
ハ
マ
ス
に

よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
攻
撃
と
こ
れ
に
対
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
反
撃
事

態
が
生
起
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
イ
エ
メ
ン
の
親
イ
ラ
ン
組
織
で
あ

る
フ
ー
シ
派
が
紅
海
で
日
本
郵
船
が
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
貨
物
船
を

拿
捕
す
る
事
態
が
発
生
し
、
そ
の
後
も
こ
の
地
域
を
通
過
す
る
各

国
の
商
船
や
貨
物
船
が
攻
撃
を
受
け
る
等
、
こ
の
方
面
の
物
流
が

危
機
に
陥
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

我
が
国
周
辺
で
は
、
中
国
の
海
警
局
所
属
の
船
舶
が
依
然
と
し

て
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
尖
閣
諸
島
周
辺
で
遊
弋
し
、
時
々

領
海
侵
犯
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
台
湾
周
辺
で
は
、
中

国
海
軍
の
艦
船
が
公
海
上
を
航
行
中
の
米
艦
船
に
対
す
る
異
常

接
近
や
、
中
国
の
戦
闘
機
が
公
海
上
空
を
飛
行
中
の
米
軍
機
に

衝
突
寸
前
ま
で
近
づ
く
等
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
が
起
こ
り
、
更
に
、

中
露
の
連
携
強
化
を
誇
示
す
る
か
の
よ
う
な
、
中
露
の
爆
撃
機
等

の
共
同
飛
行
や
中
露
艦
船
に
よ
る
共
同
警
戒
航
行
等
を
度
々
行
っ

て
い
ま
す
。北
朝
鮮
は
弾
道
弾
の
発
射
を
度
々
繰
り
返
し
て
お
り
、

最
近
で
は
米
国
本
土
を
も
射
程
に
入
れ
る
ほ
ど
の
性
能
と
言
わ
れ

て
い
る
「火
星
18
」の
発
射
、更
に
次
な
る
核
実
験
の
準
備
を
し
て
い

る
の
で
は
？
と
の
報
道
も
な
さ
れ
て
お
り
、
全
く
気
を
休
め
る
こ
と

が
出
来
な
い
緊
迫
し
た
状
況
が
世
界
で
も
我
が
国
周
辺
で
も
続
い

て
い
ま
す
。

我
々
隊
友
会
は
、
昭
和
47
年
（１
９
７
２
年
）以
降
、
毎
年
憲
法

の
改
正
や
防
衛
政
策
、
隊
員
の
処
遇
改
善
等
の
政
策
提
言
を
防
衛

省
や
防
衛
大
臣
等
に
行
って
お
り
ま
す
。
一
昨
年
の
年
末
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
「
新
安
全
保
障
関
連
三
文
書
」
に
も
、
我
々
の
政
策

提
言
の
多
く
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

政
策
提
言
は
、
平
成
28
年
（２
０
１
６
年
）以
降
は
、
偕
行
社
、
水

交
会
、
つ
ば
さ
会
と
と
も
に
４
団
体
合
同
で
行
って
き
て
お
り
ま
す
。

昨
年
も
こ
の
政
策
提
言
を
防
衛
大
臣
や
４
幕
僚
長
を
始
め
と
す

る
防
衛
省
幹
部
、
自
民
党
政
調
会
長
、
自
民
党
国
防
部
会
及
び

安
全
保
障
調
査
会
、
公
明
党
党
首
及
び
同
党
幹
部
に
ご
説
明
致

し
ま
し
た
。
昨
年
の
政
策
提
言
の
主
な
重
点
項
目
は
、
①
憲
法
改

正
（自
衛
隊
の
憲
法
へ
の
明
記
）、
②
防
衛
に
関
す
る
基
本
政
策
の

見
直
し
（専
守
防
衛
に
代
わ
る
新
た
な
理
念
の
検
討
等
）、
③
反
撃

能
力
の
整
備
と
運
用
（態
勢
整
備
等
）、
④
全
領
域
へ
の
対
応
（ウ
・

サ
・デ
ン
・
情
報
領
域
等
へ
の
取
り
組
み
）、
⑤
人
的
基
盤
の
強
化

（国
全
体
と
し
て
の
人
的
資
源
配
分
、
隊
員
の
処
遇
改
善
、
元
自

衛
隊
員
の
活
用
等
）、
⑥
台
湾
危
機
へ
の
対
応
（紛
争
抑
止
、
日
米

協
力
、
対
処
計
画
策
定
等
）、
⑦
防
衛
生
産
・技
術
基
盤
等
の
強

化
及
び
防
衛
装
備
移
転
戦
略
策
定
の
７
点
で
す
。
細
部
は
隊
友

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
能
で
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

隊
友
会
は
、
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
「国
民
と
自
衛
隊
と
の
か

け
橋
」を
目
的
に
掲
げ
る
陸
海
空
自
衛
隊
の
最
大
の
退
職
者
団
体

で
す
。
そ
の
歴
史
は
長
く
、
昭
和
28
年
（１
９
５
３
年
）に
松
本
市

に
「保
友
会
」と
し
て
結
成
さ
れ
、
昭
和
34
年
（１
９
５
９
年
）に
全

国
組
織
と
し
て
43
の
退
職
者
団
体
が
「隊
友
会
」を
結
成
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
「隊
友
会
」に
な
り
65
周
年
を
迎
え
ま

す
が
、
最
近
で
は
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
随
所
に
経
年
変
化
も

散
見
さ
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
会
員
数
の
漸
減
、
地
方

組
織
の
高
齢
化
は
深
刻
な
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
対
す
る
特
効
薬
は
未
だ
見
い
だ
せ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
早
急
な
対
策
が
必
要
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
是

非
皆
様
方
の
私
ど
も
に
対
し
ま
す
暖
か
い
ア
ド
バ
イ
ス
と
更
な
る
ご

支
援
・ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

最
後
に
、
能
登
半
島
地
震
で
活
動
中
の
皆
様
に
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
一
刻
も
早
く
被
災
地
の
復
旧
と
平
穏
が
戻
る
こ
と
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。

新新
年年
のの
ごご
挨挨
拶拶

公公
益益
社社
団団
法法
人人

隊隊
友友
会会

理理
事事
長長

岩岩
﨑﨑

茂茂

公公益益社社団団法法人人 隊隊友友会会
主
催

防
衛
省
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会

競
技
は
11
月
29
日
か
ら
12

月
６
日
の
間
、
秩
父
宮
ラ
グ

ビ
ー
競
技
場
、
松
戸
駐
屯
地
、

習
志
野
駐
屯
地
及
び
空
自
入

間
基
地
に
お
い
て
、
駐
屯
地
・

基
地
単
位
（
合
同
を
含
む
）

で
選
抜
さ
れ
た
13
個
チ
ー
ム

が
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
３
個
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
競
い
合
っ

た
。
４
個
チ
ー
ム
の
Ａ
ブ
ロ
ッ

ク
及
び
６
個
チ
ー
ム
の
Ｂ
ブ

ロ
ッ
ク
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
制
、

３
個
チ
ー
ム
の
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

は
リ
ー
グ
戦
で
行
っ
た
。

秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
競
技
場

で
行
わ
れ
た
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
決

勝
は
船
岡
駐
屯
地
チ
ー
ム
と

習
志
野
駐
屯
地
チ
ー
ム
が
対

戦
し
船
岡
が
優
勝
、
入
間
基

地
で
行
わ
れ
た
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

決
勝
は
入
間
・
百
里
基
地
チ
ー

ム
と
善
通
寺
チ
ー
ム
が
対
戦

し
、
入
間
・
百
里
が
優
勝
、

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
は
北
熊
本
・
湯

布
院
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
。

な
お
、
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

の
船
岡
駐
屯
地
は
今
回
で
19

連
勝
と
な
る
。

ま
た
、
隊
友
会
賞
で
あ
る

優
秀
選
手
賞
が
、
Ａ
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
は
、
船
岡
駐
屯
地
所

属
の
三
浦
龍
斗
陸
士
長
が
、

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
は
、
大
滝

根
分
屯
基
地
所
属
（
入
間
・

百
里
チ
ー
ム
）
の
黒
木
誠
空

士
長
が
、
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

は
、
北
熊
本
駐
屯
地
所
属
の

本
村
友
輝
３
等
陸
曹
が
選
出

さ
れ
た
。

主
催

全
自
衛
隊
弓
道
連
合

会
競
技
は
、
12
月
10
日
、
全

日
本
弓
道
連
盟
中
央
道
場
で

あ
る
明
治
神
宮
至
誠
館
第
二

弓
道
場
で
実
施
さ
れ
た
。
参

加
者
に
は
１
級
以
上
の
資
格

を
有
す
る
自
衛
隊
員
の
ほ
か

に
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
等
（
個
人
戦

の
み
）
も
含
ま
れ
、
駐
屯
地
・

基
地
等
か
ら
選
抜
さ
れ
た
３

名
の
チ
ー
ム
に
よ
る
団
体
戦

と
個
人
戦
が
行
わ
れ
た
。

団
体
戦
は
一
人
８
射
（
チ
ー

ム
で
24
射
）
の
的
中
を
競
う

団
体
戦
Ａ
と
射
道
（
射
の
美

し
さ
や
、
入
退
場
の
姿
勢
を

評
価
）
を
評
価
す
る
団
体
戦

Ｂ
が
あ
り
、
団
体
戦
Ａ
は
那

覇
Ａ
チ
ー

ム
が
優
勝
、

団
体
戦
Ｂ

は
千
歳
チ

ー
ム
（
と

も
に
空
自
）

が
最
優
秀

と
な
っ
た
。

個
人
戦

は
、
団
体

戦
で
の
成

績
を
も
と

に
、
五
段

以
上
の
部
、

参
・
四
段

の
部
、
弐

段
以
下
の

部
及
び
女

子
の
部
に

別
れ
、
五
段
以
上
の
部
で
は

中
村
元
彦
選
手
（
市
ヶ
谷
）

が
、
参
・
四
段
の
部
で
は
鈴

木
誠
選
手
（
千
歳
）
が
、
弐

段
以
下
の
部
で
は
樋
之
口
直

紀
選
手
（
春
日
）
が
、
女
子

の
部
で
は
二
宮
恵
子
選
手

（
宇
治
）
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝

し
た
。

ま
た
、
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
等
は
、

隊
友
（
有
段
）
の
部
で
は
中

川
美
和
選
手
（
埼
玉
県
）
が
、

隊
友
（
称
号
）
の
部
で
は
杉

山
義
光
選
手
（
茨
城
県
）
が

優
勝
し
、
そ
れ
ぞ
れ
隊
友
会

理
事
長
賞
と
し
て
楯
が
贈
呈

さ
れ
た
。

隊
友
会
が
後
援
す
る
全
自
衛
隊
大
会
の
う
ち
、
ラ
グ
ビ
ー
及
び
弓
道
大
会
が
11
月
か
ら

12
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
。
（（
写写
真真
はは
各各
協協
会会
提提
供供
））

【ラグビー】 船岡チームと習志野チームのスクラム

【ラグビー】 優秀選手賞（隊友会賞）の受賞式

【弓道】 大会全景

【弓道】 隊友（有段）の部で優勝した中川美和選手

第第
6633
回回
全全
自自
衛衛
隊隊

ララ
ググ
ビビ
ーー
大大
会会

第第
4488
回回
全全
国国
自自
衛衛
隊隊

弓弓
道道
大大
会会

全全
自自
ララ
ググ
ビビ
ーー
及及
びび

弓弓
道道
大大
会会
がが
開開
催催

隊隊友友会会
がが後後援援

【弓道】 隊友（称号）の部で
優勝した杉山義光選手 中中央央防防衛衛セセミミナナーー

２２次次元元ココーードド

滋滋
賀賀
県県
特特
別別
会会
員員

奥
村
直
広

様

１
万
円

陸陸
上上
自自
衛衛
隊隊

髙
木
勝
也

様

１
万
円

航航
空空
自自
衛衛
隊隊

田
中

裕

様

１
万
円

上
境
賢
己

様

１
万
円

（
順
不
同
、
十
二
月
二
十
八
日
現
在
）

陸海空自衛官募集
平和を、仕事にする。

最新情報は、ホームページでご確認ください。

自衛官募集ホームページ
自衛官募集 検 索

毎月 1回・15日発行

令和６年１月15日
第837号

公益社団法人　隊友会　https://www.taiyukai.or.jp/ 来年度からの新連載
開始に向けて記事を
募集します

８面に詳細

　陸海空自衛隊は、今年度から、災害等発生時における隊
員及び隊員家族の安否を確認するための「安否確認システ
ム」を全部隊に導入しました。
　詳細は２月号に掲載するほか、隊友会公式 X（旧 Twitter）
でも公開しています。

隊友会の新ベストが完成し
ました。
２面及び５面に着用記事が
ありますのでご覧ください。


